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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末において基地局からＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　
Ｓｅｒｖｉｃｅ）データを受信する方法であって、前記方法は、
　前記基地局からＳ－ＳＦＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄ
ｅｒ）のサブパケットを所定周期にしたがって受信することであって、前記サブパケット
は、初期ネットワーク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含む、ことと、
　前記基地局から第１のＭＢＳ　ＭＡＰを受信することであって、前記第１のＭＢＳ　Ｍ
ＡＰは、前記Ｓ－ＳＦＨサブパケットが変更されたか否かを指示するＳ―ＳＦＨサブパケ
ット更新指示子を含む、ことと
　を含み、
　前記Ｓ－ＳＦＨサブパケットが変更されたことを前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示
子が指示する場合、前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットは、前記第１のＭＢＳ　ＭＡ
Ｐが伝送されるＭＳＩ（ＭＢＳ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）内で伝送さ
れる、方法。
【請求項２】
　前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示子が前記サブパケットの変更を指示する場合、
　前記第１のＭＢＳ　ＭＡＰは、前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットが伝送される時
点を示す伝送時間オフセットフィールドを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記伝送時間オフセットフィールドは、無線フレーム構造で前記変更されたＳ－ＳＦＨ
サブパケットの前のサブパケットが伝送される時点に基づいて増減するスーパーフレーム
の個数の情報を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記伝送時間オフセットフィールドのビット数は前記ＭＳＩによって決定される、請求
項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記端末が電力節約モードである場合、
　前記伝送時間オフセット情報によって前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットが伝送さ
れる時点でウェイクアップすることにより前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットを受信
することをさらに含み、
　前記モードは遊休モード及び睡眠モードを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットに含まれたダウンリンクサブバンド及び周波数
分割の情報に基づいてＭＢＳ資源領域を獲得することと、
　前記獲得されたＭＢＳ資源領域から第２のＭＢＳ　ＭＡＰ及びＭＢＳバーストを受信す
ることと
　をさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ダウンリンクサブバンド及び周波数分割の情報は、
　ダウンリンクサブバンド割り当てカウント（ＤＳＡＣ）情報、ダウンリンク周波数分割
設定（ＤＦＰＣ）情報及びダウンリンク周波数分割サブバンドカウント（ＤＦＰＳＣ）情
報のうちの少なくとも一つを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記Ｓ―ＳＦＨは、互いに異なる時間に独立した伝送周期で伝送される第１のＳ―ＳＦ
Ｈサブパケット、第２のＳ―ＳＦＨサブパケット及び第３のＳ―ＳＦＨサブパケットを含
み、
　前記初期ネットワーク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含むサブパケットは
、前記ＭＢＳと関連した前記第２のサブパケットである、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　基地局においてＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ）データを伝送する方法であって、前記方法は、
　Ｓ－ＳＦＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ）のサブパ
ケットを所定周期にしたがって端末に伝送することであって、前記サブパケットは、初期
ネットワーク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含む、ことと、
　第１のＭＢＳ　ＭＡＰを前記端末に伝送することであって、前記第１のＭＢＳ　ＭＡＰ
は、前記Ｓ－ＳＦＨサブパケットが変更されたか否かを指示するＳ－ＳＦＨサブパケット
更新指示子を含む、ことと
　を含み、
　前記Ｓ－ＳＦＨサブパケットが変更されたことを前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示
子が指示する場合、前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットは、前記第１のＭＢＳ　ＭＡ
Ｐが伝送されるＭＳＩ（ＭＢＳ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）内で伝送さ
れる、方法。
【請求項１０】
　前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示子が前記サブパケットの変更を指示する場合、
　前記第１のＭＢＳ　ＭＡＰは、前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットが伝送される時
点を示す伝送時間オフセットフィールドを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記伝送時間オフセットフィールドは、無線フレーム構造で前記変更されたＳ－ＳＦＨ
サブパケットの前のサブパケットが伝送される時点に基づいて増減するスーパーフレーム
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の個数の情報を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記伝送時間オフセットフィールドのビット数は前記ＭＳＩによって決定される、請求
項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットを前記端末に伝送することと、
　第２のＭＢＳ　ＭＡＰ及びＭＢＳバーストを前記端末に伝送することと
　をさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記サブパケットは、ダウンリンクサブバンド及び周波数分割の情報をさらに含み、
　前記ダウンリンクサブバンド及び周波数分割の情報は、ダウンリンクサブバンド割り当
てカウント（ＤＳＡＣ）情報、ダウンリンク周波数分割設定（ＤＦＰＣ）情報、及びダウ
ンリンク周波数分割サブバンドカウント（ＤＦＰＳＣ）情報のうちの少なくとも一つを含
む、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　ＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）データ
を受信する端末であって、前記端末は、
　無線信号を受信するための受信モジュールと、
　前記端末の動作を制御するためのプロセッサと
　を含み、
　前記受信モジュールは、基地局から所定周期にしたがってＳ－ＳＦＨ（Ｓｅｃｏｎｄａ
ｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ）のサブパケット及びＳ－ＳＦＨサブパケ
ット更新指示子を含む第１のＭＢＳ　ＭＡＰを受信し、
　前記サブパケットは、初期ネットワーク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含
み、
　前記Ｓ－ＳＦＨサブパケットが変更されたことを前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示
子が指示する場合、前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットは、前記第１のＭＢＳ　ＭＡ
Ｐが伝送されるＭＳＩ（ＭＢＳ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）内で伝送さ
れ、
　前記プロセッサは、電力節約モードの前記端末を、前記Ｓ－ＳＦＨサブパケット更新指
示子によって前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットが伝送される時点で前記端末がウェ
イクアップし、前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットを受信するように制御し、
　前記モードは遊休モード及び睡眠モードを含む、端末。
【請求項１６】
　ＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）データ
を伝送する基地局であって、前記基地局は、
　無線信号を伝送するための伝送モジュールと、
　Ｓ－ＳＦＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ）のサブパ
ケット、及び、Ｓ－ＳＦＨサブパケット更新指示子を含むＭＢＳ　ＭＡＰを生成するプロ
セッサであって、前記Ｓ－ＳＦＨサブパケット更新指示子は、前記Ｓ－ＳＦＨサブパケッ
トが変更されたか否かを指示し、前記Ｓ－ＳＦＨサブパケットが変更されたことを前記Ｓ
－ＳＦＨサブパケット更新指示子が指示する場合、前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケッ
トは、前記ＭＢＳ　ＭＡＰが伝送されるＭＳＩ（ＭＢＳ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔ
ｅｒｖａｌ）内で伝送され、前記サブパケットは、初期ネットワーク進入及びネットワー
ク発見と関連した情報を含み、前記プロセッサは、前記伝送モジュールを通して所定周期
にしたがって前記サブパケット及び前記ＭＢＳ　ＭＡＰを端末に伝送する、プロセッサと
　を含む、基地局。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(4) JP 5667641 B2 2015.2.12

10

20

30

40

50

【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、具体的には、無線通信システムでのマルチキャス
ト及びブロードキャストサービスデータのための資源割り当て方法及びそのための装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１は、無線通信システムを例示する。
【０００３】
　図１を参照すると、無線通信システム１００は、複数の基地局１１０及び複数の端末１
２０を含む。無線通信システム１００は、同種ネットワーク又は異種ネットワークを含む
ことができる。ここで、異種ネットワークは、マクロセル、フェムトセル、ピコセル、中
継器などのように互いに異なるネットワークエンティティが共存するネットワークを称す
る。
【０００４】
　基地局は、一般に端末と通信する固定局であって、各基地局１１０ａ、１１０ｂ及び１
１０ｃは、特定の地理的領域１０２ａ、１０２ｂ及び１０２ｃにサービスを提供する。シ
ステム性能を改善するために、前記特定領域は、複数のより小さい領域１０４ａ、１０４
ｂ及び１０４ｃに分割することができる。それぞれのより小さい領域は、セル、セクター
又はセグメントと称することができる。ＩＥＥＥ８０２．１６システムの場合、セル識別
子（Ｃｅｌｌ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ；Ｃｅｌｌ＿ＩＤ又はＩＤＣｅｌｌ）は、全体のシステ
ムを基準にして付与される。
【０００５】
　一方、セクター又はセグメント識別子は、それぞれの基地局がサービスを提供する特定
領域を基準にして付与され、０～２の値を有する。端末１２０は、一般的に無線通信シス
テムに分布され、固定又は移動可能である。各端末は、任意の瞬間にアップリンク（Ｕｐ
ｌｉｎｋ；ＵＬ）及びダウンリンク（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ；ＤＬ）を介して一つ以上の基地
局と通信することができる。基地局と端末は、ＦＤＭＡ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ―ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ―ＦＤＭ
Ａ）、ＭＣ―ＦＤＭＡ（Ｍｕｌｔｉ　Ｃａｒｒｉｅｒ―ＦＤＭＡ）、ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔ
ｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）又はこれらの組み合わせを用いて通信を行うことができる。本明細書において、ア
ップリンクは端末から基地局への通信リンクを称し、ダウンリンクは基地局から端末への
通信リンクを称する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、無線通信システムで効率的にマルチキャスト及びブロードキャストサ
ービスを利用するために信号を伝送する方法及びそのための装置を提供することにある。
【０００７】
　本発明の他の目的は、端末がマルチキャスト及びブロードキャストサービスと関連した
スーパーフレームヘッダーを成功的に受信し、マルチキャスト及びブロードキャストサー
ビスを利用することができる方法を提供することにある。
【０００８】
　本発明の更に他の目的は、電力節約モードの端末が、変更されたスーパーフレームヘッ
ダーが伝送される時点でウェイクアップし、変更されたスーパーフレームヘッダーを受信
できるように予めスーパーフレームヘッダーの変更の有無を指示する情報を伝送する方法
を提供することにある。
【０００９】
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　本発明で達成しようとする技術的課題は、以上言及した技術的課題に制限されず、言及
していない他の技術的課題は、下記の記載から本発明の属する技術分野で通常の知識を有
する者に明確に理解されるだろう。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決するための本発明の一実施例に係る端末が基地局からマルチキャス
トブロードキャストサービスデータを受信する方法は、前記基地局から副スーパーフレー
ムヘッダー（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ：Ｓ―ＳＦＨ
）に含まれた初期ネットワーク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含むサブパケ
ットを所定周期にしたがって受信すること；及び前記基地局から前記サブパケットに含ま
れるパラメーターの変更の有無を指示するＳ―ＳＦＨサブパケット更新指示子を含む第１
のＭＢＳマップ（ＭＡＰ）を受信することを含む。
【００１１】
　このとき、前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示子は、前記第１のＭＢＳマップが伝送
されるＭＢＳスケジューリング間隔（ＭＢＳ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ
：ＭＳＩ）内で変更されたサブパケットの伝送可否を指示することができる。
【００１２】
　本発明の一実施例に係る前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示子が前記サブパケットの
変更を指示する場合、前記第１のＭＢＳマップは、前記の変更されたサブパケットが伝送
される時点を示す伝送時間オフセットフィールドを含むことができる。
【００１３】
　このとき、前記伝送時間オフセットフィールドは、無線フレーム構造で変更前のサブパ
ケットが伝送される時点を基準にして増減するスーパーフレームの個数に関する情報を含
むことができる。また、前記伝送時間オフセットフィールドのビット数はＭＳＩによって
決定することができる。
【００１４】
　本発明の一実施例に係る前記端末が電力節約モードである場合、本発明の一実施例に係
る端末のデータ受信方法は、前記伝送時間オフセット情報によって前記の変更されたサブ
パケットが伝送される時点でウェイクアップし、前記の変更されたサブパケットを受信す
ることをさらに含むことができる。
【００１５】
　また、本発明の一実施例に係る端末のデータ受信方法は、前記の変更されたサブパケッ
トに含まれたダウンリンク周波数分割に関する情報に基づいてＭＢＳ資源領域を導出する
こと；及び前記の導出されたＭＢＳ資源領域で第２のＭＢＳマップ及びＭＢＳバーストを
受信することをさらに含むことができる。
【００１６】
　このとき、前記ダウンリンク周波数分割に関する情報は、ダウンリンクサブバンド割り
当てカウント情報、ダウンリンク周波数分割設定情報及びダウンリンク周波数分割サブバ
ンドカウント情報のうち少なくとも一つを含むことができる。
【００１７】
　本発明の一実施例において、前記Ｓ―ＳＦＨは、互いに異なる時間に独立した伝送周期
で伝送される第１のＳ―ＳＦＨサブパケット、第２のＳ―ＳＦＨサブパケット及び第３の
Ｓ―ＳＦＨサブパケットを含み、前記初期ネットワーク進入及びネットワーク発見と関連
した情報は各サブパケットに含まれ、前記ＭＢＳ資源領域導出と関連した情報を含むサブ
パケットは前記第２のサブパケットに対応することができる。
【００１８】
　上述した課題を解決するための本発明の他の実施例に係る基地局がマルチキャストブロ
ードキャストサービス（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉ
ｃｅ：ＭＢＳ）データを端末に伝送する方法は、副スーパーフレームヘッダー（Ｓｅｃｏ
ｎｄａｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ：Ｓ―ＳＦＨ）に含まれた初期ネッ
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トワーク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含むサブパケットを所定周期にした
がって前記端末に伝送すること、及び前記サブパケットに含まれるパラメーターの変更の
有無を指示するＳＦＨサブパケット更新指示子を含む第１のＭＢＳマップ（ＭＡＰ）を前
記端末に伝送することを含む。
【００１９】
　本発明の一実施例に係る基地局のデータ伝送方法は、前記の変更されたサブパケットを
前記端末に伝送すること、及び第２のＭＢＳマップ及びＭＢＳバーストを前記端末に伝送
することをさらに含むことができる。
【００２０】
　上述した課題を解決するための本発明の更に他の実施例に係るマルチキャストブロード
キャストサービスデータを受信する端末は、無線信号を受信するための受信モジュールと
、前記端末の動作可否を制御するためのプロセッサとを含み、前記受信モジュールを通し
て基地局から所定周期にしたがって伝送される副スーパーフレームヘッダー（Ｓｅｃｏｎ
ｄａｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ：Ｓ―ＳＦＨ）に含まれた初期ネット
ワーク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含むサブパケット、及び前記サブパケ
ットに含まれるパラメーターの変更の有無を指示するＳ―ＳＦＨサブパケット更新指示子
を含む第１のＭＢＳマップ（ＭＡＰ）を受信し、前記プロセッサは、前記ＳＦＨサブパケ
ット更新指示子にしたがって、電力節約モードの前記端末が、変更されたサブパケットが
伝送される時点でウェイクアップし、前記の変更されたサブパケットを受信するように制
御することができる。
【００２１】
　上述した課題を解決するための本発明の更に他の実施例に係るマルチキャストブロード
キャストサービスデータを伝送する基地局は、無線信号を伝送するための送信モジュール
と、副スーパーフレームヘッダー（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅ
ａｄｅｒ：Ｓ―ＳＦＨ）に含まれた初期ネットワーク進入及びネットワーク発見と関連し
た情報を含むサブパケットを生成し、これを前記送信モジュールを通して所定周期にした
がって端末に伝送し、前記サブパケットに含まれるパラメーターの変更の有無を指示する
Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示子を含むＭＢＳマップ（ＭＡＰ）を生成し、これを前記
送信モジュールを通して前記端末に伝送するプロセッサとを含み、前記Ｓ―ＳＦＨサブパ
ケット更新指示子は、前記ＭＢＳマップが伝送されるＭＢＳスケジューリング間隔（ＭＢ
Ｓ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ：ＭＳＩ）内で変更されたサブパケットの
伝送可否を指示することができる。
【００２２】
　上述した各実施例において、電力節約モードは睡眠モード及び遊休モードを含むことが
できる。
　本明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　端末において基地局からＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　
Ｓｅｒｖｉｃｅ）データを受信する方法であって、前記方法は、
　前記基地局からＳ－ＳＦＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄ
ｅｒ）のサブパケットを所定周期にしたがって受信することであって、前記サブパケット
は、初期ネットワーク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含む、ことと、
　前記基地局から第１のＭＢＳ　ＭＡＰを受信することであって、前記第１のＭＢＳ　Ｍ
ＡＰは、変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットが伝送されるか否かを指示するＳ―ＳＦＨサ
ブパケット更新指示子を含む、ことと
　を含み、
　前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示子は、前記第１のＭＢＳ　ＭＡＰが伝送されるＭ
ＳＩ（ＭＢＳ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）内で前記変更されたＳ－ＳＦ
Ｈサブパケットが伝送されるか否かを指示する、方法。
（項目２）
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　前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示子が前記サブパケットの変更を指示する場合、
　前記第１のＭＢＳ　ＭＡＰは、前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットが伝送される時
点を示す伝送時間オフセットフィールドを含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記伝送時間オフセットフィールドは、無線フレーム構造で前記変更されたＳ－ＳＦＨ
サブパケットの前のサブパケットが伝送される時点に基づいて増減するスーパーフレーム
の個数の情報を含む、項目２に記載の方法。
（項目４）
　前記伝送時間オフセットフィールドのビット数は前記ＭＳＩによって決定される、項目
２に記載の方法。
（項目５）
　前記端末が電力節約モードである場合、
　前記伝送時間オフセット情報によって前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットが伝送さ
れる時点でウェイクアップすることにより前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットを受信
することをさらに含み、
　前記モードは遊休モード及び睡眠モードを含む、項目２に記載の方法。
（項目６）
　前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットに含まれたダウンリンクサブバンド及び周波数
分割の情報に基づいてＭＢＳ資源領域を獲得することと、
　前記獲得されたＭＢＳ資源領域から第２のＭＢＳ　ＭＡＰ及びＭＢＳバーストを受信す
ることと
　をさらに含む、項目５に記載の方法。
（項目７）
　前記ダウンリンクサブバンド及び周波数分割の情報は、
　ダウンリンクサブバンド割り当てカウント（ＤＳＡＣ）情報、ダウンリンク周波数分割
設定（ＤＦＰＣ）情報及びダウンリンク周波数分割サブバンドカウント（ＤＦＰＳＣ）情
報のうちの少なくとも一つを含む、項目６に記載の方法。
（項目８）
　前記Ｓ―ＳＦＨは、互いに異なる時間に独立した伝送周期で伝送される第１のＳ―ＳＦ
Ｈサブパケット、第２のＳ―ＳＦＨサブパケット及び第３のＳ―ＳＦＨサブパケットを含
み、
　前記初期ネットワーク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含むサブパケットは
、前記ＭＢＳと関連した前記第２のサブパケットである、項目１に記載の方法。
（項目９）
　基地局においてＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ）データを伝送する方法であって、前記方法は、
　Ｓ－ＳＦＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ）のサブパ
ケットを所定周期にしたがって端末に伝送することであって、前記サブパケットは、初期
ネットワーク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含む、ことと、
　第１のＭＢＳ　ＭＡＰを前記端末に伝送することであって、前記第１のＭＢＳ　ＭＡＰ
は、変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットが伝送されるか否かを指示するＳ－ＳＦＨサブパ
ケット更新指示子を含む、ことと
　を含み、
　前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示子は、前記第１のＭＢＳ　ＭＡＰが伝送されるＭ
ＳＩ（ＭＢＳ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）内で前記変更されたＳ－ＳＦ
Ｈサブパケットが伝送されるか否かを指示する、方法。
（項目１０）
　前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示子が前記サブパケットの変更を指示する場合、
　前記第１のＭＢＳ　ＭＡＰは、前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットが伝送される時
点を示す伝送時間オフセットフィールドを含む、項目９に記載の方法。
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（項目１１）
　前記伝送時間オフセットフィールドは、無線フレーム構造で前記変更されたＳ－ＳＦＨ
サブパケットの前のサブパケットが伝送される時点に基づいて増減するスーパーフレーム
の個数の情報を含む、項目１０に記載の方法。
（項目１２）
　前記伝送時間オフセットフィールドのビット数は前記ＭＳＩによって決定される、項目
１０に記載の方法。
（項目１３）
　前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットを前記端末に伝送することと、
　第２のＭＢＳ　ＭＡＰ及びＭＢＳバーストを前記端末に伝送することと
　をさらに含む、項目１０に記載の方法。
（項目１４）
　前記サブパケットは、ダウンリンクサブバンド及び周波数分割の情報をさらに含み、
　前記ダウンリンクサブバンド及び周波数分割の情報は、ダウンリンクサブバンド割り当
てカウント（ＤＳＡＣ）情報、ダウンリンク周波数分割設定（ＤＦＰＣ）情報、及びダウ
ンリンク周波数分割サブバンドカウント（ＤＦＰＳＣ）情報のうちの少なくとも一つを含
む、項目９に記載の方法。
（項目１５）
　ＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）データ
を受信する端末であって、前記端末は、
　無線信号を受信するための受信モジュールと、
　前記端末の動作を制御するためのプロセッサと
　を含み、
　前記受信モジュールは、基地局から所定周期にしたがってＳ－ＳＦＨ（Ｓｅｃｏｎｄａ
ｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ）のサブパケット及びＳ－ＳＦＨサブパケ
ット更新指示子を含む第１のＭＢＳ　ＭＡＰを受信し、
　前記サブパケットは、初期ネットワーク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含
み、
　前記Ｓ―ＳＦＨサブパケット更新指示子は、前記第１のＭＢＳ　ＭＡＰが伝送されるＭ
ＳＩ（ＭＢＳ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）内で、変更されたＳ－ＳＦＨ
サブパケットが伝送されるか否かを指示し、
　前記プロセッサは、電力節約モードの前記端末を、前記Ｓ－ＳＦＨサブパケット更新指
示子によって前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットが伝送される時点で前記端末がウェ
イクアップし、前記変更されたＳ－ＳＦＨサブパケットを受信するように制御し、
　前記モードは遊休モード及び睡眠モードを含む、端末。
（項目１６）
　ＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）データ
を伝送する基地局であって、前記基地局は、
　無線信号を伝送するための伝送モジュールと、
　Ｓ－ＳＦＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ―Ｓｕｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ）のサブパ
ケット、及び、Ｓ－ＳＦＨサブパケット更新指示子を含むＭＢＳ　ＭＡＰを生成するプロ
セッサであって、前記Ｓ－ＳＦＨサブパケット更新指示子は、前記ＭＢＳ　ＭＡＰが伝送
されるＭＳＩ（ＭＢＳ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）内で変更されたＳ－
ＳＦＨサブパケットが伝送されるか否かを指示し、前記サブパケットは、初期ネットワー
ク進入及びネットワーク発見と関連した情報を含み、前記プロセッサは、前記伝送モジュ
ールを通して所定周期にしたがって前記サブパケット及び前記ＭＢＳ　ＭＡＰを端末に伝
送する、プロセッサと
　を含む、基地局。
【００２３】
　前記各実施形態は、本発明の好適な各実施例のうち一部に過ぎなく、本発明の技術的特
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徴が反映された多様な実施例は、当該技術分野の通常の知識を有する者によって以下で説
明する本発明の詳細な説明に基づいて導出・理解可能である。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の各実施例によると、無線通信システムでマルチキャスト及びブロードキャスト
サービスを効率的に利用することができる。
【００２５】
　具体的には、端末がマルチキャスト及びブロードキャストサービスと関連したスーパー
フレームヘッダーを成功的に受信し、マルチキャスト及びブロードキャストサービスを利
用することができる。
【００２６】
　また、睡眠モードの端末が、スーパーフレームヘッダーの変更の有無を指示する情報を
通して変更されたスーパーフレームヘッダーが伝送される時点でウェイクアップし、変更
されたスーパーフレームヘッダーを成功的に受信することによって、マルチキャスト及び
ブロードキャストサービスを利用することができる。
【００２７】
　本発明で得られる効果は、以上言及した効果に制限されず、言及していない他の効果は
、下記の記載から本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者に明確に理解されるだ
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】無線通信システムを例示する図である。
【図２】一般的にＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムで使用するフレーム構造の一例を示す
図である。
【図３】一般的にＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムで用いるデュプレックスモードによる
スーパーフレームの構造を示す図である。
【図４】一般的にＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムで使用する副スーパーフレームヘッダ
ーが伝送される構造の一例を示す図である。
【図５】一般的にＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムで基地局と端末がＥ―ＭＢＳを用いる
信号伝送過程の一例を示す手順フローチャートである。
【図６】一般的なＥ―ＭＢＳを用いるＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムで基地局が遊休モ
ードの端末にＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを伝送するフレーム構造の一例を示す図である。
【図７】本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを用いる基地局が端末にＥ―ＭＢＳを提供す
る過程の一例を示す図である。
【図８】本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを用いる基地局が遊休モードの端末にＥ―Ｍ
ＢＳ　ＭＡＰを伝送するフレーム構造の他の例を示す図である。
【図９】本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを用いる基地局が端末にＥ―ＭＢＳを提供す
る過程の他の例を示す図である。
【図１０】本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを用いる基地局が遊休モードの端末にＥ―
ＭＢＳ　ＭＡＰを伝送するフレーム構造の更に他の例を示す図である。
【図１１】本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを利用する基地局が端末にＥ―ＭＢＳを提
供する過程の更に他の例を示す図である。
【図１２】本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを用いる基地局が遊休モードの端末にＥ―
ＭＢＳ　ＭＡＰを伝送するフレーム構造の更に他の例を示す図である。
【図１３】本発明の更に他の実施例として、上述した本発明の各実施例を行える端末及び
基地局を説明するためのブロック構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　添付の図面を参照して説明する本発明の好適な実施例によって本発明の構成、作用及び
特徴が容易に理解されるだろう。以下で説明する各実施例は、本発明の技術的特徴が複数
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の直交副搬送波を使用するシステムに適用された各例である。便宜上、本発明は、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１６システムを用いて説明するが、これは例示であって、本発明は、３ＧＰＰ
（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）システム
を含む多様な無線通信システムに適用することができる。
【００３０】
　図２は、一般的にＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムで使用するフレーム構造の一例を示
す図で、図３は、一般的にＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムで用いるデュプレックスモー
ドによるスーパーフレームの構造を示す図である。
【００３１】
　図２を参照すると、無線フレーム構造は、５ＭＨｚ、８．７５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ又は
２０ＭＨｚの帯域幅をサポートする２０ｍｓスーパーフレーム（ＳＵ０～ＳＵ３）を含む
。スーパーフレームは、同一の大きさを有する４個の５ｍｓフレーム（Ｆ０～Ｆ３）を含
み、スーパーフレームヘッダー（Ｓｕｐｕｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ；ＳＦＨ）か
ら開始される。
【００３２】
　スーパーフレームヘッダーは、図２に示したように、１番目のサブフレーム内に位置す
ることができ、少なくとも５個のＯＦＤＭシンボルを用いる。スーパーフレームヘッダー
は、ネットワークエントリーに必須のシステムパラメーター及びシステム構成情報を各端
末に効率的に伝送するために使用される。また、スーパーフレームヘッダーは、一般的な
放送情報又は上級放送情報（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ：ＡＢＩ）が放送される物理放送チャンネルを含むことができる。
【００３３】
　スーパーフレームヘッダーは、一つの主スーパーフレームヘッダー（Ｐｒｉｍａｒｙ　
Ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ：Ｐ―ＳＦＨ）及び三つの副スーパーフレームヘッ
ダー（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ：Ｓ―ＳＦＨ）で構成
され、Ｐ―ＳＦＨは毎スーパーフレームごとに伝送し、Ｓ―ＳＦＨは、毎スーパーフレー
ムごとに伝送することができ、連続する２個のスーパーフレームを通して繰り返して伝送
することができる。Ｓ―ＳＦＨについては、以下の図４を参照して簡略に説明する。
【００３４】
　前記スーパーフレームを構成する各フレームは、８個のサブフレーム（ＳＦ０～ＳＦ７
）を含む。サブフレームを構成する方法によって、フレーム構造は、ＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）、Ｈ―ＦＤＤ（Ｈａｌｆ　Ｆｒｅｑｕｅｎ
ｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）、ＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕ
ｐｌｅｘ）などで構成することができる。
【００３５】
　図３を参照すると、ＦＤＤモードでは、ダウンリンク伝送及びアップリンク伝送が周波
数によって区分されるので、フレームは、ダウンリンクサブフレーム（Ｄ）及びアップリ
ンクサブフレーム（Ｕ）のうち一つのみを含む。ＦＤＤモードの場合、毎フレームの終了
に休止時間が存在し得る。一方、ＴＤＤモードでのダウンリンク伝送及びアップリンク伝
送は時間によって区分されるので、フレーム内のサブフレームはダウンリンクサブフレー
ム（Ｄ）とアップリンクサブフレーム（Ｕ）とに区分される。ダウンリンクからアップリ
ンクに変更される間にはＴＴＧ（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｇａｐ）と
称される休止時間が存在し、アップリンクからダウンリンクに変更される間にはＲＴＧ（
Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｇａｐ）と称される休止時間が存在する。
【００３６】
　再び図２を参照すると、各サブフレームは、時間領域で複数のＯＦＤＭシンボルを含み
、周波数領域で複数の副搬送波を含む。ＯＦＤＭシンボルは、多重接続方式にしたがって
ＯＦＤＭＡシンボル、ＳＣ―ＦＤＭＡシンボルなどと称することができる。一つのサブフ
レームに含まれるＯＦＤＭシンボルの数は、チャンネル帯域幅、ＣＰの長さによって５～
７個に多様に変更することができる。サブフレームに含まれるＯＦＤＭシンボルの数によ
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ってサブフレームのタイプを定義することができる。例えば、タイプ―１のサブフレーム
は６ＯＦＤＭシンボル、タイプ―２のサブフレームは７ＯＦＤＭシンボル、タイプ―３の
サブフレームは５ＯＦＤＭシンボル、タイプ―４のサブフレームは９ＯＦＤＭシンボルを
含むと定義することができる。一つのフレームは、全て同一のタイプのサブフレームを含
むか、互いに異なるタイプのサブフレームを含むことができる。
【００３７】
　図４は、一般的にＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムで使用する副スーパーフレームヘッ
ダーが伝送される構造の一例を示す図である。
【００３８】
　Ｓ―ＳＦＨを介して伝送される情報は、三つのサブパケット（ＳｕｂＰａｃｋｅｔ：Ｓ
Ｐ）に分割して伝送できるが、Ｓ―ＳＦＨに該当する各ＳＰは、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ１、Ｓ
―ＳＦＨ　ＳＰ２及びＳ―ＳＦＨ　ＳＰ３などと称することができる。
【００３９】
　図４を参照すると、各Ｓ―ＳＦＨは、異なる伝送周期に設定することができる。例えば
、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ１の伝送周期は４０ｍｓ、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２の伝送周期は８０ｍｓ
、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ３の伝送周期は１６０ｍｓ又は３２０ｍｓである独立した伝送周期に
設定することができる。Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ１はネットワーク再進入に関する情報を含み、
Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２は初期ネットワーク進入及びネットワーク発見に関する情報を含み、
Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ３は各Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰの伝送周期などの必須システム情報を含む。こ
のとき、スーパーフレーム上でＳ―ＳＦＨ　ＳＰが伝送されない領域のスーパーフレーム
資源は、他の制御情報又はＡ―ＭＡＰを伝送するのに用いられる。
【００４０】
　図２～図４を参照して説明した構造は例示に過ぎない。したがって、スーパーフレーム
の長さ、スーパーフレームに含まれるフレームの数、フレームに含まれるサブフレームの
数、サブフレームに含まれるＯＦＤＭＡシンボルの数、ＯＦＤＭＡシンボルのパラメータ
ーなどは多様に変更することができる。一例として、フレームに含まれるサブフレームの
数は、チャンネル帯域幅、ＣＰ（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）の長さによって多様に変
更することができる。
【００４１】
　ＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムは、一つ以上のユーザーを含むユーザーグループに対
して共通のダウンリンクデータを効率的に同時に伝送するために、向上したマルチキャス
トブロードキャストサービス（Ｅ―ＭＢＳ：Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａ
ｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）をサポートする。本発明の技術的思想を逸
脱しない範囲内で、Ｅ―ＭＢＳはＭＢＳと同一の意味で使用することができる。
【００４２】
　Ｅ―ＭＢＳは、ダウンリンクサービスのみで用いることができ、共通のマルチキャスト
ＳＴＩＤ（Ｓｔａｔｉｏｎ　ＩＤ）及びＦＩＤ（Ｆｌｏｗ　ＩＤ）を用いる。また、Ｅ―
ＭＢＳは、マクロダイバーシティを用いる一つ以上の基地局を含む基地局グループのうち
いずれか一つの基地局によって調整又は同期化することができる。
【００４３】
　各マルチキャスト／ブロードキャスト連結は、該当のサービスフローのサービス品質（
Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ：ＱｏＳ）及びトラフィックパラメーターが構築
されたサービスフローと関連している。Ｅ―ＭＢＳデータを伝送するために、サービスフ
ローは、正常モード又は連結状態で動作する間、該当のサービスに参加する各端末に伝達
され、各端末は、これを通して該当のサービスと関連したサービスフローを識別するパラ
メーターを受信することができる。
【００４４】
　Ｅ―ＭＢＳを提供できる各基地局は、特定のＥ―ＭＢＳゾーンに属するようになり、一
つの基地局は、多数のＥ―ＭＢＳゾーンに属することができる。ここで、Ｅ―ＭＢＳゾー
ンとは、一つ以上のサービスフローのコンテンツを伝送するのに使用されるＳＴＩＤ及び
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ＦＩＤが同一な一つ以上の基地局を含む基地局セットと定義することができる。各Ｅ―Ｍ
ＢＳゾーンは、他のＥ―ＭＢＳゾーンと区別可能なＥ―ＭＢＳ識別子（Ｅ―ＭＢＳ＿Ｚｏ
ｎｅ＿ＩＤ）を有し、一つのＥ―ＭＢＳ＿Ｚｏｎｅ＿ＩＤは、隣接した二つのＥ―ＭＢＳ
ゾーン間で交差して再び使用されない。
【００４５】
　Ｅ―ＭＢＳを用いる基地局のネットワーク上で適切なマルチキャスト動作を保障するた
めに、同一のＥ―ＭＢＳコンテンツ及びサービス伝送に用いられるＳＴＩＤ及びＦＩＤは
、該当のＥ―ＭＢＳゾーンに含まれた全ての基地局に対して同一であり得る。これは、既
にサービスに登録された端末がＥ―ＭＢＳゾーン内でアップリンク上で通信を行ったり、
又は該当のＥ―ＭＢＳゾーンに属した他の基地局に対して再登録せず、Ｅ―ＭＢＳ伝送に
円滑に同期化できるようにする。
【００４６】
　Ｅ―ＭＢＳトラフィック伝送モードは、非マクロダイバーシティモードとマクロダイバ
ーシティモードとに区分することができる。
【００４７】
　非マクロダイバーシティモードは、同一のＥ―ＭＢＳゾーンに属した各基地局が同一の
フレームで伝送するように調整するもので、マクロダイバーシティモードを利用できない
場合に使用される。該当のモードで、同一のＥ―ＭＢＳゾーンに属した全ての基地局は、
同一のフレームで同一のＥ―ＭＢＳコンテンツを搬送するＭＡＣ　ＳＤＵセットを伝送す
る。このとき、ＭＡＣ　ＳＤＵセットは、同一のフレームでＭＡＣ　ＰＤＵにマッピング
される。これは、同一のＳＤＵ断片、同一の断片シーケンスナンバー及び断片大きさでマ
ッピングされることを意味し、同一の端末が同一のＥ―ＭＢＳゾーンに属した全ての基地
局からＥ―ＭＢＳ伝送を受けることを可能にする。
【００４８】
　マクロダイバーシティモードは、調整のみならず、一つのＥ―ＭＢＳゾーンに属した全
ての基地局がＥ―ＭＢＳ伝送を選択的に同期化することを意味する。このような選択的同
期化は、一つの端末が多数の基地局からマルチキャスト又はブロードキャスト伝送でマク
ロダイバーシティ利得を導出できるようにし、受信率を向上させることができる。
【００４９】
　マクロダイバーシティモードで、一つのＥ―ＭＢＳゾーンに属し、同一のＥ―ＭＢＳサ
ービスに参加している全ての基地局は、同一の時点で同一の資源を使用して同一のデータ
を伝送することによって、Ｅ―ＭＢＳ伝送でマクロダイバーシティ利得効果を発生させる
ことができる。
【００５０】
　具体的に、同一のＥ―ＭＢＳゾーンに属した全ての基地局は、ＰＨＹパラメーターのみ
ならず、同一のポジション及び次元のＥ―ＭＢＳバーストを用いるようになる。さらに、
Ｅ―ＭＢＳゾーンの全ての基地局は、調整パラメーター（例えば、Ｅ―ＭＢＳ＿Ｚｏｎｅ
＿ＩＤ、ＳＴＩＤ、ＦＩＤ、ＭＳＩ（Ｅ―ＭＢＳ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖ
ａｌ）など）及びパケット分類基準パラメーターに対する同一の情報を共有する。また、
Ｅ―ＭＢＳゾーンの全ての基地局は、伝送ＰＨＹパラメーター、各Ｅ―ＭＢＳバーストに
対する変調及びコーディング技法（ＭＣＳ）、変調タイプ、反復コーディング、ＭＡＣ　
ＳＤＵのＭＡＣ　ＰＤＵに対するマッピング、ＭＡＣ　ＰＤＵのバーストに対するマッピ
ング、Ｅ―ＭＢＳゾーンでのバースト順序、及びＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰ具現方式に対して同
一の情報を共有する。
【００５１】
　Ｅ―ＭＢＳゾーンの全ての基地局は、Ｅ―ＭＢＳをサポートするために必要な必須構成
情報を含むＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを所定周期で端末に伝送することができる。ただし、端末
が伝送されるＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを読んでデコーディングするためには、基地局と端末と
の間にＥ―ＭＢＳ連結が成立されなければならない。このために、Ｅ―ＭＢＳサービスを
利用しようとする端末とＥ―ＭＢＳゾーンに属したいずれか一つの基地局は、Ｅ―ＭＢＳ
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サービス連結のためのＭＡＣ制御メッセージを送受信することができる。Ｅ―ＭＢＳサー
ビス連結と関連したＭＡＣ制御メッセージとしては、端末が基地局に登録する過程と関連
したＡＡＩ＿ＲＥＧ―ＲＥＱ／ＲＳＰ（Ａｄｖｅｒｎｃｅｄ　Ａｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅ＿Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ―Ｒｅｑｕｅｓｔ／Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）メッセージ、サー
ビスフローの生成、変更、除去などと関連したＡＡＩ＿ＤＳＡ―ＲＥＱ／ＲＳＰ（Ａｄｖ
ｅｒｎｃｅｄ　Ａｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ＿Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｄｄ
ｉｔｉｏｎ―Ｒｅｑｕｅｓｔ／Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）メッセージ、ＡＡＩ＿ＤＳＣ―ＲＥＱ
／ＲＳＰ（Ａｄｖｅｒｎｃｅｄ　Ａｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ＿Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ　Ｃｈａｎｇｅ―Ｒｅｑｕｅｓｔ／Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）メッセージ、及びＡＡＩ
＿ＤＳＤ―ＲＥＱ／ＲＳＰ（Ａｄｖｅｒｎｃｅｄ　Ａｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ＿Ｄｙｎ
ａｍｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄｅｌｅｔｉｏｎ―Ｒｅｑｕｅｓｔ／Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）メ
ッセージなどを用いることができる。
【００５２】
　このようなＥ―ＭＢＳは、端末とＥ―ＭＢＳゾーンに属したいずれか一つの基地局との
Ｅ―ＭＢＳ連結が成立されると、以後の端末の動作状態とは関係なく、該当のＥ―ＭＢＳ
ゾーンに属した任意の基地局からＥ―ＭＢＳ伝送受信を継続的に行えるようにする。
【００５３】
　本発明の実施例と関連した端末は、連結状態、睡眠モード又は遊休モードで動作するこ
とができる。
【００５４】
　連結状態は、正常モード又はアクティブモードと同一の意味で使用することができ、端
末が正常に送受信動作を行えるように電力が供給される状態を意味する。睡眠モードは、
節電モードと同一の意味で使用することができる。端末が睡眠モードに進入した場合、基
地局は、端末にスリープウィンドウの間ダウンリンクデータを伝送できないので、端末は
、一つ以上の物理的動作を行わない場合もあり、消費電力を減少させることができる。ま
た、睡眠モードで、端末は、基地局との通信遂行を要求しない動作のように必須機能のみ
に対して動作することができ、消費電力を減少させることができる。
【００５５】
　遊休モードは、端末がページングサイクルによって一時的に信号受信などの正常動作を
行える状態であって、アクティブモードと比較するとき、消費電力を減少させることがで
きる。遊休モードでも、端末は、ページングチャンネルを探索し、該当の端末に該当する
ページングチャンネルがある場合、一時的にウェイクアップし、伝送される信号を受信す
ることができる。前記端末に該当するページングチャンネルが発見されない場合、端末は
、再び遊休モードに進入することができる。したがって、遊休モードの端末にデータ又は
要請情報を伝送しようとする基地局は、端末のページング区間で信号を伝送することがで
きる。
【００５６】
　このような電力を節約するためのモード（例えば、遊休モード又は睡眠モード）の端末
に対してＥ―ＭＢＳがサポートされる場合、電力節約モードの端末は、Ｅ―ＭＢＳデータ
が伝送される時点では一時的にウェイクアップしなければならない。以下、これを図５を
参照して説明する。
【００５７】
　図５は、一般的にＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムで基地局と端末がＥ―ＭＢＳを用い
る信号伝送過程の一例を示す手順フローチャートである。
【００５８】
　図５を参照すると、Ｅ―ＭＢＳサービスを利用するために、端末は、Ｅ―ＭＢＳ伝送を
サポートする多数の基地局のうちいずれか一つの基地局に対してネットワークエントリー
のためのＡＡＩ＿ＲＥＧ―ＲＥＱを伝送する（Ｓ５０１）。
【００５９】
　このときの端末は、連結状態又はアクティブモードで動作中であると仮定する。ＡＡＩ
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＿ＲＥＧ―ＲＥＱは、該当の端末のＥ―ＭＢＳサポート可否、及びＥ―ＭＢＳがサポート
される場合、単一基地局又は多重基地局からサービスを受けられるかどうかを指示する情
報を含む。
【００６０】
　ＡＡＩ＿ＲＥＧ―ＲＥＱを受信した該当の基地局は、それに対する応答として該当の端
末にＡＡＩ＿ＲＥＧ―ＲＳＰを伝送する（Ｓ５０２）。
【００６１】
　基地局は、ＡＡＩ＿ＲＥＧ―ＲＳＰを通して端末が要請したＥ―ＭＢＳのサポート可否
、及び　Ｅ―ＭＢＳがサポートされる場合、非マクロダイバーシティモード及びマクロダ
イバーシティモードのうちいずれのモードでのＥ―ＭＢＳを用いるかを指示することがで
きる。
【００６２】
　その後、連続するＥ―ＭＢＳ動作のために、基地局は、Ｅ―ＭＢＳと関連したシステム
情報を含むＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧ　ＭＡＣ制御メッセージ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ａ
ｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ＿Ｅｎｈｅｎｃｅｄ―Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａ
ｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ―Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ＭＡＣ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
ｍｅｓｓａｇｅ、以下、「ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージ」という）を端末に伝
送する（Ｓ５０３）。
【００６３】
　ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージは、所定周期にしたがって伝送され、ダウンリ
ンク物理資源でＥ―ＭＢＳトラフィックに対して予約された資源を特定し、Ｅ―ＭＢＳ動
作に必須的な追加情報を含む。
【００６４】
　表１は、Ｅ―ＭＢＳと関連したシステム情報を含むＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセ
ージフォーマットの一例を示すものである。
【００６５】
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【表１】

　表１を参照すると、ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージは、該当のメッセージに含
まれる構成情報の変更周期を示す変更周期フィールド（Ｅ―ＭＢＳ＿ＣＦＧ＿ＬＩＦＥＴ
ＩＭＥ）、Ｅ―ＭＢＳゾーンに割り当てられる資源情報を示す資源割り当てビットマップ
フィールド（Ｚｏｎｅ＿Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｂｉｔ―ＭＡＰ）、最後のＥ―ＭＢＳゾ
ーンの利用可否を指示するフラグを含むゾーンフラグフィールド（ＺＦ）を含む。
【００６６】
　このとき、ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージを伝送する基地局がＥ―ＭＢＳをサ
ポートする場合、ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージフォーマットは、該当のＥ―Ｍ
ＢＳ　ＭＡＰが適用されるＥ―ＭＢＳゾーンの識別子（Ｅ―ＭＢＳ　Ｚｏｎｅ　ＩＤ）を
含むＥ―ＭＢＳゾーン識別子フィールド、一つ以上のスーパーフレームで構成されるＭＳ
Ｉの長さ情報を含むＭＳＩ長さフィールド、資源が割り当てられる位置及び資源大きさ情
報を含むＥ―ＭＢＳマップの資源インデックス（Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　Ｉｎｄｅｘ）を含むＥ―ＭＢＳマップ資源インデックスフィールド、及びＥ―ＭＢＳマ
ップの大きさオフセット情報を含むＥ―ＭＢＳ大きさオフセットフィールド（Ｅ―ＭＢＳ
　ＭＡＰ　Ｉｓｉｚｅｏｆｆｓｅｔ）をさらに含むことができる。ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―
ＣＦＧメッセージは、ＭＡＸ　ＭＳＩ（１６スーパーフレーム＝３２０ｍｓ）ごとに伝送
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され、ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージが伝送される次のスーパーフレームからＭ
ＳＩが開始される。ＭＳＩは、ＭＢＳゾーンと関連した各ストリームに対するトラフィッ
クをスケジューリングするために１回にスケジュール可能な多数のスーパーフレームで示
す。
【００６７】
　したがって、端末は、ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージを介してＥ―ＭＢＳゾー
ンの割り当て情報（Ｚｏｎｅ＿Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｂｉｔ―ＭＡＰ、ＺＦ、Ｅ―ＭＢ
Ｓ＿Ｚｏｎｅ＿ＩＤ）及びＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰデコーディングと関連した情報（ＭＳＩ、
Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｎｄｅｘ、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰ　Ｉｓｉｚｅ
ｏｆｆｓｅｔ）を獲得することができる。このようなサービスフローと関連した特定の端
末に対するＥ―ＭＢＳ連結成立は、特定の端末が連結された状態で行うことができる。
【００６８】
　端末がＥ―ＭＢＳを用いるために基地局に登録した場合、Ｅ―ＭＢＳは、該当の端末が
アクティブモード、睡眠モード又は遊休状態のうちいずれか一つに該当するとしても維持
することができる。
【００６９】
　Ｅ―ＭＢＳ連結成立後、端末は、基地局が所定周期で伝送するＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを読
むことができる（Ｓ５０４）。このとき、Ｅ―ＭＢＳが開始される地点で、端末は、該当
のＥ―ＭＢＳゾーンの任意の基地局からＥ―ＭＢＳ領域の１番目の多くの資源ユニットを
通してＥ―ＭＢＳ　　ＭＡＰを受けるようになる。Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰは、該当のＥ―Ｍ
ＢＳゾーンに対するマルチキャストブロードキャストサービスと関連した制御情報を含む
。前記Ｅ―ＭＢＳマップは、Ｅ―ＭＢＳをサポートする基地局が所定周期にしたがって放
送する制御情報であって、Ｅ―ＭＢＳを利用しようとする端末は、上述した段階Ｓ５０１
～Ｓ５０３のＥ―ＭＢＳ連結成立過程が行われた後でＥ―ＭＢＳマップを受信することが
できる。したがって、図５でＥ―ＭＢＳマップが伝送される過程を示す点線は、基地局が
Ｅ―ＭＢＳマップを所定周期で伝送するが、Ｅ―ＭＢＳ連結成立前であるため、端末が受
信できない状態を示す。
【００７０】
　端末は、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰを通して自分が受信するＥ―ＭＢＳバーストを受信するこ
とができる（Ｓ５０５）。
【００７１】
　表２は、一般的なＩＥＥＥ８０２．１６システムで使用するＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰ構造の
一例を示すものである。
【００７２】
【表２】

　Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰは、Ｅ―ＭＢＳゾーンに対するマルチキャストブロードキャストサ
ービスに関する一つ以上の構成情報を含む。Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰは、前段階で伝送された
ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージを介して特定され、ＭＳＩが開始されるＥ―ＭＢ
Ｓ領域の最初の多数の資源ユニットを通して伝送される。
【００７３】
　以下、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰを受信するために必要な情報を含むＳ―ＳＦＨについて図６
を参照して簡略に説明する。
【００７４】
　図６は、一般的なＥ―ＭＢＳを用いるＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムで基地局が遊休
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【００７５】
　図６を参照すると、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２が所定伝送周期で毎スーパーフレーム上で伝送
され、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰは、毎ＭＳＩ（Ｅ―ＭＢＳ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅ
ｒｖａｌ）の１番目のＥ―ＭＢＳ領域で伝送される。各Ｅ―ＭＢＳゾーンは、対応するＭ
ＳＩを有し、ＭＳＩは、該当のスケジューリング間隔が開始される部分より前のＭＢＳゾ
ーンと関連した各ストリームに対するトラフィックがスケジュールされるスーパーフレー
ム間隔を示す。Ｅ―ＭＢＳ＿ＭＡＰメッセージは、全体のＭＳＩに対する一つのＥ―ＭＢ
Ｓゾーンと関連したＥ―ＭＢＳデータのマッピングに関する情報を含み、それぞれのＳ―
ＳＦＨ　ＳＰ２は、初期ネットワーク進入及びネットワーク発見に関する情報を含む。
【００７６】
　表３は、本発明の一実施例と関連したＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２情報要素（ＩＥ）フォーマッ
トの一例を示すものである。
【００７７】
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【表３－２】

　表３を参照すると、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２　ＩＥは、４８ビットからなる該当の基地局の
識別子（ＢＳＩＤ）で最上位３６ビットに対する情報、ダウンリンクでのサブバンド割り
当て情報と周波数分割に関する情報、アップリンクでのサブバンド割り当て情報と周波数
分割に関する情報、及び端末に対する伝送電力制限レベルに関する情報を含むことができ
る。
【００７８】
　ダウンリンクでのサブバンド割り当て情報と周波数分割に関する情報は、サブバンドの
個数を指示するダウンリンクサブバンド割り当てカウント（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｕｂｂ
ａｎｄ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｔ：ＤＳＡＣ）情報、ダウンリンク周波数分割
設定（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ：ＤＦＰＣ）情報、及び周波数分割に割り当てられたサブバンドの個数を指示
するダウンリンク周波数分割サブバンドカウント（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ　Ｓｕｂｂａｎｄ　Ｃｏｕｎｔ：ＤＦＰＳＣ）情報を含む。
【００７９】
　アップリンクでのサブバンド割り当て情報と周波数分割に関する情報は、サブバンドの
個数を指示するアップリンクサブバンド割り当てカウント（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｕｂｂａｎ
ｄ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｔ：ＵＳＡＣ）情報、アップリンク周波数分割設定
（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎ：ＵＦＰＣ）情報、及び周波数分割に割り当てられたサブバンドの個数を指示するアッ
プリンク周波数分割サブバンドカウント（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｐａｒｔ
ｉｔｉｏｎ　Ｓｕｂｂａｎｄ　Ｃｏｕｎｔ：ＵＦＰＳＣ）情報を含む。
【００８０】
　端末は、受信したＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２に含まれたダウンリンクでのサブバンド割り当て
情報と周波数分割に関する情報（ＤＳＡＣ、ＤＦＰＣ、ＤＦＰＳＣ）に基づいて全体のサ
ブバンドの個数を導出し、実際のＥ―ＭＢＳ資源領域を判断することができる。これによ
って、次に伝送されるＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを探すことができ、該当のＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰ
をデコーディングしてＥ―ＭＢＳバーストを受信することができる。したがって、Ｅ―Ｍ
ＢＳを用いている端末は、遊休モードであっても、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰ及びＥ―ＭＢＳバ
ーストが伝送される時点でウェイクアップし、これを受信することができる。
【００８１】
　このようなＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２を始めてＳ―ＳＦＨ　ＳＰ１及びＳ―ＳＦＨ　ＳＰ３の
伝送周期に関する情報は、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ３に含まれて伝送される。したがって、端末
は、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ３を受信した後になって、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ１及びＳ―ＳＦＨ　Ｓ
Ｐ２が伝送される位置の変更状態に関する情報を獲得することができる。
【００８２】
　したがって、図６に示したようにＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２が変更される場合、Ｅ―ＭＢＳを
受けている遊休モードの端末がＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを受ける時点で既に変更されたＳ―Ｓ
ＦＨ　ＳＰ２を受信できず、該当の時点で変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２が適用される場
合、端末は、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰをデコーディングできないことがある。例えば、全体の
サブバンドの数が変更されると、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰが伝送される物理的位置が変更され
、端末は、ＭＳＩの間にＥ―ＭＢＳバーストを受信できなくなる。すなわち、端末は、少
なくとも１回以上変更事項が適用されたＳＰを受信したとき、どの時点でＳＰが伝送され
るかを知ることができるので、Ｅ―ＭＢＳのサービス継続性を維持できないという問題が
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【００８３】
　本発明は、上述した問題を解決するために、Ｅ―ＭＢＳゾーンに含まれる基地局がＳ―
ＳＦＨ　ＳＰ２を変更しようとする場合、Ｅ―ＭＢＳを受ける端末に対して変更されるＳ
―ＳＦＨ　ＳＰ２に関する情報を予め伝送する方法を提案しようとする。このとき、端末
は、連結状態又は遊休状態であり得る。ただし、説明の便宜上、後述する本発明の各実施
例及び関連した図面で、端末は、Ｅ―ＭＢＳゾーンの一つの基地局とのＥ―ＭＢＳ連結成
立後、遊休モードにあると仮定する。
【００８４】
　（１．第１の実施例）
　本発明の一実施例によると、基地局は、変更されるＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２の変更の有無を
指示する指示子を含むＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを端末に伝送することができる。
【００８５】
　図７は、本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを用いる基地局が端末にＥ―ＭＢＳを提供
する過程の一例を示す図である。
【００８６】
　図７において、基地局は、Ｅ―ＭＢＳゾーンに含まれる任意の基地局であって、端末の
要請に応じてＥ―ＭＢＳをサポートすることができ、図５で説明したＥ―ＭＢＳ成立のた
めの段階（Ｓ５０１～Ｓ５０３）が行われたと仮定する。図７で説明したＥ―ＭＢＳ成立
に関する段階（Ｓ７０１～Ｓ７０３）は、図５に例示したＥ―ＭＢＳ成立に関する段階（
Ｓ５０１～Ｓ５０３）に対応し、それに関する同一の説明は、本明細書の簡明さのために
省略する。
【００８７】
　図７を参照すると、基地局は、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２が変更される場合、所定周期で伝送
するＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰにＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２の変更の有無を指示する指示子を含ませて
端末に伝送することができる（Ｓ７０４）。
【００８８】
　すなわち、基地局は、Ｓ７０４段階で伝送するＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを通して次のＥ―Ｍ
ＢＳ　ＭＡＰが伝送される前に伝送される一つ以上のＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２のパラメーター
が変更されるという情報を端末に伝達することができる。このとき、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰ
は、図５で説明したように、基地局と端末とのＥ―ＭＢＳ連結可否とは関係なく所定周期
にしたがって伝送する。ただし、端末は、Ｅ―ＭＢＳ連結成立後のＳ７０４段階でＥ―Ｍ
ＢＳ　ＭＡＰを受信することができる。
【００８９】
　表４は、本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰ構造の一例を示すものである。
【００９０】
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【表４】

　表４を参照すると、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰは、直ぐ次の伝送でのＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―Ｃ
ＦＧメッセージに含まれるパラメーターの変更の有無を指示するパラメーター変更指示フ
ィールド（ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ＿ＣＦＧ　ｃｈａｎｇｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）、該当
のＭＳＩで伝送されるＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２の変更の有無を指示する指示子を含むＳ―ＳＦ
Ｈ　ＳＰ２更新指示子フィールド（Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２　ｕｐｄａｔｅ　ｉｎｄｉｃａｔ
ｏｒ）、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２が伝送されるとき、変更されるＳＰ２が伝送され
る時点を示すためのスーパーフレームオフセット情報を含む伝送時間オフセットフィール
ド（Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ）、及び
バイト整列のためにパディングされるビットを含むパディングフィールド（Ｐａｄｄｉｎ
ｇ）を含む。
【００９１】
　ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージのパラメーター変更指示フィールド（ＡＡＩ＿
Ｅ―ＭＢＳ＿ＣＦＧ　ｃｈａｎｇｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）に１ビットが割り当てられ
る場合、「１」が設定されると、Ｅ―ＭＢＳ構成メッセージに含まれるパラメーターの変
更を示し、「０」が設定されると、パラメーターが変更されないことを示すことができる
。パラメーター変更指示フィールドに「１」が設定される場合、端末は、次に伝送される
ＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージをデコーディングするようになる。パラメーター
変更指示フィールドに「０」が設定されると、Ｅ―ＭＢＳ構成メッセージは変更されず、
端末は、以前に受信したＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージで定義された変更周期を
再設定し、次に伝送されるＡＡＩ＿Ｅ―ＭＢＳ―ＣＦＧメッセージをデコーディングしな
いことがある。
【００９２】
　Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２更新指示子フィールド（Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２　ｕｐｄａｔｅ　ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ）は、１ビットが割り当てられる場合、例えば、「１」が設定されるとＳ
―ＳＦＨ　ＳＰ２の変更を示し、「０」が設定されるとＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２が変更されな
いことを示すことができる。したがって、基地局は、次のＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰの伝送前に
次のＭＳＩ内に伝送されるＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２のうち一つ以上のＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２でパ
ラメーターが変更される場合、表２に例示したようにＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２変更指示子を「
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１」に設定することができる。
【００９３】
　これを受信する端末は、次のＭＳＩ内に伝送されるＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２のうち少なくと
も一つ以上のＳＰ２で変更されたパラメーターを含むことが分かる。また、遊休モードに
ある端末は、次のＭＳＩ内にＳＰ２伝送周期ごとに遊休モードで一時的にウェイクアップ
し、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２を受信してデコーディングすることができる。
【００９４】
　このとき、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２を受信した後、次のＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰが伝
送されるまでＳＰ２の再変更が発生しない場合、端末は、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２
以後に次のＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰが伝送されるまで伝送される一つ以上のＳＰ２を受信する
ためにウェイクアップせずに遊休モードを維持することができる。
【００９５】
　さらに、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２の変更指示子が「１」に設定された状態で、基地局は、段
階Ｓ７０４でＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを通して変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２が伝送される時
点に関する情報を端末に伝達することができる。変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２が伝送さ
れる時点に関する情報、すなわち、伝送時間オフセットフィールド（Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２
　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ）に割り当てられるビット数はＭ
ＳＩ値によって決定される。
【００９６】
　例えば、Ｅ―ＭＢＳ構成メッセージによると、ＭＳＩの大きさがＭＳＩ＝＝０ｂ００で
ある場合は２スーパーフレームになり、この場合、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２伝送時間オフセッ
トフィールドには１ビットを割り当てることができる。また、ＭＳＩの大きさがＭＳＩ＝
＝０ｂ０１である場合は４スーパーフレームになり、この場合、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２伝送
時間オフセットフィールドには２ビットを割り当てることができ、ＭＳＩの大きさがＭＳ
Ｉ＝＝０ｂ１０である場合、８スーパーフレームでありながらＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２伝送時
間オフセットフィールドには３ビットを割り当てることができる。また、ＭＳＩの大きさ
がＭＳＩ＝＝０ｂ１１であって、１６スーパーフレームを示す場合、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２
伝送時間オフセットフィールドには４ビットを割り当てることができる。伝送時間オフセ
ットは、本来にＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２が伝送される時点を基準にして増減程度をスーパーフ
レーム単位で示すことができる。
【００９７】
　Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰを通して変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２に対する情報及び変更され
たＳＰ２が伝送される伝送時間オフセット情報を受信した端末は、該当の時点で変更され
たＳＰ２を受信してデコーディングすることができる（Ｓ７０５）。
【００９８】
　変更されたＳＰ２のデコーディング動作が行われたので、遊休モードの端末は、以後に
基地局から伝送されるＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを受信してデコーディングし、一つ以上のＥ―
ＭＢＳバーストを受信することができる（Ｓ７０６）。
【００９９】
　一方、連結状態又は正常モードの端末は、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２に対する情報
が予め伝送されなくても、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２を受信することができる。ただ
し、チャンネル状況が良くなく、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２の受信が難しい場合に備
えて、図７で説明したＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２更新指示子を含むＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを伝送す
る過程を同一に適用することができる。併せて、本発明の各実施例は、連結状態の端末に
対して同一に適用することができる。
【０１００】
　図８は、本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを用いる基地局が遊休モードの端末にＥ―
ＭＢＳ　ＭＡＰを伝送するフレーム構造の他の例を示す図である。
【０１０１】
　図８を参照すると、基地局は、今後伝送するＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２のパラメーターを変更
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ＳＰ２が伝送されるＭＳＩが開始される時点で伝送することができる。このとき、Ｅ―Ｍ
ＢＳ　ＭＡＰには、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２伝送時間オフセット情報を含むことができる。Ｅ
―ＭＢＳ　ＭＡＰを受信した遊休モードの端末は、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２を受信
するために、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰに含まれた伝送周期オフセット情報が指示する時点でウ
ェイクアップし、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２を受信してデコーディングすることがで
きる。
【０１０２】
　端末は、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２を受信したので、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２に含まれ
たダウンリンク周波数分割情報（ＤＳＡＣ、ＤＦＰＣ、ＤＦＰＳＣ）に基づいて全体のサ
ブバンドの個数を計算し、次のＥ―ＭＢＳ資源領域を導出することができる。そして、導
出したＥ―ＭＢＳ資源領域で次に伝送されるＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰの位置を探し、該当のＭ
ＡＰをデコーディングし、以後に伝送されるＥ―ＭＢＳバーストを受信することができる
。
【０１０３】
　（２．第２の実施例）
　本発明の他の実施例によると、端末は、Ｐ―ＳＦＨを介して伝送されるシステム設定情
報とＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを介して伝送されるシステム情報とを比較してＳ―ＳＦＨ　ＳＰ
２の変更の有無を確認し、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２を受信することができる。
【０１０４】
　図９は、本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを用いる基地局が端末にＥ―ＭＢＳを提供
する過程の他の例を示す図である。
【０１０５】
　図９でも同様に、基地局は、Ｅ―ＭＢＳゾーンに含まれる任意の基地局であって、端末
の要請に応じてＥ―ＭＢＳをサポートすることができ、図５で説明したＥ―ＭＢＳ成立の
ための段階（Ｓ５０１～Ｓ５０３）が行われたと仮定する。図９で説明したＥ―ＭＢＳ成
立に関する段階（Ｓ９０１～Ｓ９０３）は、図５で説明したＥ―ＭＢＳ成立段階（Ｓ５０
１～Ｓ５０３）に対応し、それに関する同一の説明は、本明細書の簡明さのために省略す
る。
【０１０６】
　図９を参照すると、遊休モードの端末は、ＭＳＩが開始される直前に伝送されるＳ―Ｓ
ＦＨ　ＳＰ２を含むスーパーフレームで予めウェイクアップし、Ｐ―ＳＦＨを介して伝送
されるＰ―ＳＦＨ　ＩＥを受信し、Ｓ―ＳＦＨの変更の有無を確認することができる（Ｓ
９０４）。このとき、伝送されるＰ―ＳＦＨ　ＩＥについては表５を参照して説明する。
【０１０７】
　表５は、本発明の一実施例に係るＰ―ＳＦＨ　ＩＥフォーマットの一例を示すものであ
る。
【０１０８】
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【表５】

　表５を参照すると、Ｐ―ＳＦＨ　ＩＥは、スーパーフレームの一部の資源ユニットのナ
ンバーを含む最下位スーパーフレームナンバーフィールド（ＬＳＢ　ｏｆ　ｓｕｐｅｒｆ
ｒａｍｅ　ｎｕｍｂｅｒ）、各Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰに対する情報要素（ＩＥ）と関連したＳ
―ＳＦＨ変更カウントを指示するＳ―ＳＦＨ変更カウントフィールド（Ｓ―ＳＦＨ　ｃｈ
ａｎｇｅ　ｃｏｕｎｔ）、Ｓ―ＳＦＨに対応するＬＲＵ大きさを指示する大きさフィール
ド（Ｓ―ＳＦＨ　ｓｉｚｅ）、各Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰを伝送するのに用いられる反復伝送フ
ォーマットに関する情報を含むＳ―ＳＦＨ反復個数フィールド（Ｓ―ＳＦＨ　ｎｕｍｂｅ
ｒ　ｏｆ　ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎｓ）、各Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰスケジューリングに関する情
報を含むビットマップを含むＳ―ＳＦＨスケジューリング情報ビットマップフィールド（
Ｓ―ＳＦＨ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｂｉｔｍａｐ）、新しい
Ｓ―ＳＦＨ情報が用いられるスーパーフレームオフセットが開始されるフィールド及び留
保領域を含む。
【０１０９】
　Ｓ―ＳＦＨ変更カウントフィールドに含まれるビット値は、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ１　ＩＥ
でスーパーフレームナンバーのＭＳＢを除いた値のうち一部が変更される度に増加する。
連続的に伝送されるＰ―ＳＦＨ　ＩＥに含まれた変更カウントフィールドで指示する変更
カウントが以前に伝送されたＰ―ＳＦＨ　ＩＥに含まれた変更カウントと同一である場合
、端末は、Ｓ―ＳＦＨ　ＩＥに含まれる各パラメーターが変更されず、該当のスーパーフ
レームで次に伝送されるＳ―ＳＦＨ　ＩＥは無視するように決定することができる。
【０１１０】
　そして、Ｓ―ＳＦＨ変更ビットマップフィールドは、現在のＳ―ＳＦＨ変更カウントと
関連して変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰｘ　ＩＥを指示するビットマップを含む。同様に、
Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ１　ＩＥでスーパーフレームナンバーのＭＳＢを除いて、Ｓ―ＳＦＨ　
ＳＰｘ　ＩＥを構成する多数のフィールドのうちいずれか一つが変更される場合、該当の
Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰｘ　ＩＥに対応するビットはトグルされる。
【０１１１】
　したがって、端末が遊休モードである場合、ＭＳＩが開始される前のＳＰ２が伝送され
る時点でウェイクアップし、表５に例示したようなＰ―ＳＦＨ　ＩＥを受信し、これを通
してＳＰ２の変更の有無を判断することができる（Ｓ９０５）。具体的に、受信したＰ―
ＳＦＨ　ＩＥ（例えば、ｎ番目のＰ―ＳＦＨ　ＩＥ）に含まれたＳ―ＳＦＨ変更カウント
情報と以前に受信したＰ―ＳＦＨ　ＩＥ（例えば、ｍ（ｍ≦ｎ－１）番目のＰ―ＳＦＨ　
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ＩＥ）に含まれたＳ―ＳＦＨ変更カウント情報とを比較し、これらが同一である場合、各
Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰに対する変更事項がないと判断することができる。すなわち、ｎ番目の
Ｐ―ＳＦＨ　ＩＥを受信する前に端末が知っているＳ―ＳＦＨ変更カウント情報と更新さ
れたＳ―ＳＦＨ変更カウント情報とを比較し、Ｓ―ＳＦＨの変更の有無を判断することが
できる。
【０１１２】
　ｎ番目のＰ―ＳＦＨ　ＩＥに含まれたＳ―ＳＦＨ変更カウント情報がｍ番目のＰ―ＳＦ
Ｈ　ＩＥに含まれたＳ―ＳＦＨ変更カウント情報と同一でない場合、各Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ
に対する変更事項があると判断し、変更されたＳＰがＳＰ２であるかどうかを判断するこ
とができる。
【０１１３】
　変更されたＳＰがＳＰ２である場合、該当のスーパーフレームでＳ―ＳＦＨ変更カウン
ト情報及びＳＰ３に含まれたＳＰ２の伝送周期に基づいて変更されたＳＰ２が伝送される
時点でウェイクアップし、変更されたＳＰ２を受信してデコーディングすることができる
。ＳＰ２が変更された場合、端末は、ＭＳＩに該当するスーパーフレームで変更されたＳ
Ｐ２が適用されているかどうかを把握することができる。変更されたＳＰがＳＰ２でない
場合、ＳＰ２を受信する必要はなく、変更されたＳＰが伝送される時点でウェイクアップ
し、該当のＳＰを読んだり、ウェイクアップする状態を継続して維持することができる。
【０１１４】
　また、端末は、適用されているシステムバージョン情報によってＥ―ＭＢＳプロシージ
ャを行うが、Ｐ―ＳＦＨに含まれたスケジューリングビットマップを通してＳＰ２が該当
のスーパーフレームでスケジューリングされているかどうかを把握することができる。Ｓ
Ｐ２が該当のスーパーフレームでスケジューリングされていない場合、端末が有している
現在のＳＰ２に対するスケジューリング情報（伝送周期）が変更されたと判断することが
できる。伝送周期のみが含まれたＳＰ３が変更された場合、端末は、ＳＰ３を受信するた
めに毎スーパーフレームをスキャンすることができる。また、ＳＰ３のみならず、ＳＰ２
も変更された場合、端末は、ＳＰ２を受信するために毎スーパーフレームをスキャンしな
ければならない。
【０１１５】
　端末は、Ｐ―ＳＦＨに含まれたＳ―ＳＰＨ　ＳＰの変更カウント情報及びＳＰ２の伝送
周期に基づいて変更事項が適用されるＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２が伝送される時点でウェイクア
ップし、変更されたＳＰ２を受信することができる（Ｓ９０６）。
【０１１６】
　そして、変更されたＳＰ２をデコーディングした端末は、次に伝送されるＥ―ＭＢＳ　
ＭＡＰを受信することができる（Ｓ９０７）。このとき、伝送されるＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰ
は、表２で説明した一般的なＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを用いたり、又は表４で説明した本発明
の一実施例に係るＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２変更指示子を含むＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを用いること
ができる。
【０１１７】
　Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰを読んでデコーディングを行った端末は、以後に基地局から伝送さ
れる一つ以上のＥ―ＭＢＳバーストを受信することができる（Ｓ９０８）。
【０１１８】
　図１０は、本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを用いる基地局が遊休モードの端末にＥ
―ＭＢＳ　ＭＡＰを伝送するフレーム構造の更に他の例を示す図である。
【０１１９】
　図１０を参照すると、端末は、ＭＳＩが開始される前にＳＰ２が伝送されるスーパーフ
レームで予めウェイクアップし、Ｐ―ＳＦＨを読むことができる。このとき、Ｐ―ＳＦＨ
にＳ―ＳＦＨ変更カウント情報が含まれている場合、端末は、これを図９で説明したよう
に以前に伝送されたＰ―ＳＦＨに含まれた変更カウント情報と比較し、ＳＰ２に関するパ
ラメーターの変更の有無を判断することができる。ＳＰ２が変更されたと判断した場合、
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遊休モードの端末は、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２変更カウント情報及びＳＰ３を通して獲得した
ＳＰ２伝送周期に基づいて変更事項が適用されたＳＰ２の伝送時点でウェイクアップし、
変更されたＳＰ２を受信してデコーディングすることができる。
【０１２０】
　端末は、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２を受信したので、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２に含まれ
たダウンリンク周波数分割情報（ＤＳＡＣ、ＤＦＰＣ、ＤＦＰＳＣ）に基づいて全体のサ
ブバンドの個数を計算し、次のＥ―ＭＢＳ資源領域を導出することができる。そして、導
出したＥ―ＭＢＳ資源領域で次に伝送されるＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰの位置を探して該当のＭ
ＡＰをデコーディングし、以後に伝送されるＥ―ＭＢＳバーストを受信することができる
。
【０１２１】
　（３．第３の実施例）
　Ｅ―ＭＢＳゾーンに属した基地局は、所定周期で伝送するＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰに現在の
ＭＳＩ内で適用されているシステム情報のバージョン情報を含むことができる。したがっ
て、これを受信した端末は、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰを通して該当のスーパーフレームに適用
されるシステム情報のバージョン情報を知ることができるので、ＭＳＩが開始される前に
予めＰ―ＳＦＨを確認しないことがある。
【０１２２】
　本発明の更に他の実施例によると、基地局は、システム情報のバージョン情報の一例と
して、変更されるＳ―ＳＦＨの変更カウント情報をＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰに含ませて端末に
伝送することができる。
【０１２３】
　図１１は、本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを用いる基地局が端末にＥ―ＭＢＳを提
供する過程の更に他の例を示す図である。
【０１２４】
　図１１でも同様に、基地局は、Ｅ―ＭＢＳゾーンに含まれる任意の基地局であって、端
末の要請に応じてＥ―ＭＢＳをサポートすることができ、図５で説明したＥ―ＭＢＳ成立
のための段階（Ｓ５０１～Ｓ５０３）が行われたと仮定する。図１１で説明したＥ―ＭＢ
Ｓ成立に関する段階（Ｓ１１０１～Ｓ１１０３）は、図５で説明したＥ―ＭＢＳ成立遂行
段階（Ｓ５０１～Ｓ５０３）に対応し、それに関する同一の説明は、本明細書の簡明さの
ために省略する。
【０１２５】
　図１１を参照すると、基地局は、所定周期でＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを伝送するが、このと
き、システム情報のバージョン情報の一例としてＳ―ＳＦＨ変更カウント情報を含ませる
ことができる。Ｅ―ＭＢＳ連結が成立されると、端末は、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰを受信して
読むことができ、このとき、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰに含まれたＳ―ＳＦＨ変更カウント情報
を把握することができる（Ｓ１１０４）。本発明の他の実施例によって構成されるＥ―Ｍ
ＢＳ　ＭＡＰは、表６のように構成することができる。
【０１２６】
　表６は、本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰフォーマットの他の例を示すもの
である。
【０１２７】
【表６】
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　表６に例示したＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰは、一般的に使用するＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰにＳ―Ｓ
ＦＨ変更カウント情報を含むＳ―ＳＦＨ変更カウントフィールドを追加したもので、他の
フィールドに対する説明は表２で説明したので、同一の説明は省略する。一方、これと異
なり、表４で説明した本発明の実施例に係るＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰにＳ―ＳＦＨ変更カウン
トフィールドを追加することもできる。
【０１２８】
　表６に例示したＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを受信した端末は、端末が本来知っていたＳ―ＳＦ
Ｈ変更カウント情報とＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰを通して獲得したＳ―ＳＦＨ変更カウント情報
とを比較し、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰｘに対する変更の有無及びＳＰ２の変更の有無を判断する
ことができる（Ｓ１１０５）。すなわち、図９で説明した段階Ｓ９０５と同様に、端末が
知っているＳ―ＳＦＨ変更カウント情報と更新されたＳ―ＳＦＨ変更カウント情報とを比
較し、これらが同一である場合、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰがないと判断し、一般的な
Ｅ―ＭＢＳプロシージャを行うことができる。
【０１２９】
　端末が以前に受信したＳ―ＳＦＨ変更カウント情報が段階Ｓ１１０４で受信したＥ―Ｍ
ＢＳ　ＭＡＰに含まれたＳ―ＳＦＨ変更カウント情報と同一でない場合、各Ｓ―ＳＦＨ　
ＳＰに対する変更事項があると判断し、変更されたＳＰがＳＰ２であるかどうかを判断す
ることができる。変更されたＳＰがＳＰ２である場合、遊休モードの端末は、該当のスー
パーフレームでＳ―ＳＦＨ変更カウント情報及びＳＰ３に含まれたＳＰ２の伝送周期に基
づいて変更されたＳＰ２が伝送される時点でウェイクアップし、変更されたＳＰ２を受信
してデコーディングすることができる。また、ＳＰ２が変更された場合、端末は、ＭＳＩ
に該当するスーパーフレームで変更されたＳＰ２が適用されているかどうかも把握するこ
とができる。
【０１３０】
　したがって、遊休モードの端末は、変更されたＳＰ２が伝送される時点でウェイクアッ
プし、変更されたＳＰ２を受信してデコーディングすることができる（Ｓ１１０６）。
【０１３１】
　その後、ＳＰ２に含まれたダウンリンク周波数情報に基づいて次に伝送されるＥ―ＭＢ
Ｓ　ＭＡＰの位置を探し、Ｅ―ＭＢＳ　ＭＡＰに含まれた情報に基づいて以後に伝送され
るＥ―ＭＢＳバーストを受信することができる（Ｓ１１０７）。
【０１３２】
　図１２は、本発明の一実施例に係るＥ―ＭＢＳを用いる基地局が遊休状態の端末にＥ―
ＭＢＳ　ＭＡＰを伝送するフレーム構造の更に他の例を示す図である。
【０１３３】
　図１２を参照すると、基地局は、Ｓ―ＳＦＨ変更カウント情報を含むＥ―ＭＢＳ　ＭＡ
Ｐを変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２が伝送されるＭＳＩが開始される時点で伝送すること
ができる。これを受信した遊休モードの端末は、ＳＰ２の変更の有無を判断し、ＳＰ２が
変更された場合、Ｓ―ＳＦＨ変更カウント情報とＳＰ３を通して獲得したＳＰ２の伝送周
期に基づいて変更されたＳＰ２が伝送される時点を判断することができる。そして、変更
されたＳＰ２が伝送される時点で一時的にウェイクアップし、変更されたＳＰ２を受信し
てデコーディングすることができる。
【０１３４】
　端末は、変更されたＳ―ＳＦＨ　ＳＰ２を受信したので、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２に含まれ
たダウンリンク周波数分割情報（ＤＳＡＣ、ＤＦＰＣ、ＤＦＰＳＣ）に基づいて全体のサ
ブバンドの個数を計算し、次のＥ―ＭＢＳ資源領域を導出することができる。そして、導
出したＥ―ＭＢＳ資源領域で次に伝送されるＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰの位置を探して該当のＭ
ＡＰをデコーディングし、以後に伝送されるＥ―ＭＢＳバーストを受信することができる
。
【０１３５】
　以上では、本発明の各実施例に係るＳ―ＳＦＨアップデート方法を副スーパーフレーム
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ヘッダーのサブパケットのうちＳＰ２に対する一例として説明した。
【０１３６】
　さらに、本発明の各実施例は、Ｓ―ＳＦＨ　ＳＰ２のみならず、Ｐ―ＳＦＨ、Ｓ―ＳＦ
Ｈ　ＳＰ１、ＳＰ３を通して伝送するパラメーターが変更される場合にも同一又は類似す
る形で適用することができる。
【０１３７】
　また、全体のスーパーフレームヘッダーに対するアップデート可否を指示する方法で使
用することができる。例えば、前記表４で説明したＳ―ＳＦＨ　ＳＰ更新指示子（Ｓ―Ｓ
ＦＨ　ＳＰ　ｕｐｄａｔｅ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）は、スーパーフレーム更新指示子（Ｓ
ＦＨ　ｕｐｄａｔｅ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）に取り替えることができる。このとき、スー
パーフレーム更新指示子は、主スーパーフレームヘッダー及び副スーパーフレームヘッダ
ーの各サブパケットＳＰ１、ＳＰ２、ＳＰ３のうち少なくとも一つのＥ―ＭＢＳと関連し
たパラメーターが変更されることを指示する。また、スーパーフレームヘッダーに含まれ
るパラメーターの変更によって端末がＥ―ＭＢＳ領域を読むことができず、Ｅ―ＭＢＳマ
ップ及びＥ―ＭＢＳバーストを受信できない場合、基地局は、変更されたスーパーフレー
ムヘッダーが伝送される時点を示す伝送時間オフセットフィールドをＥ―ＭＢＳ　ＭＡＰ
に含ませることができる。
【０１３８】
　次に、図１３は、本発明の更に他の実施例として、上述した本発明の各実施例を行える
端末及び基地局を説明するためのブロック構成図である。
【０１３９】
　端末は、アップリンクでは送信装置として動作し、ダウンリンクでは受信装置として動
作することができる。また、基地局は、アップリンクでは受信装置として動作し、ダウン
リンクでは送信装置として動作することができる。すなわち、端末及び基地局は、情報又
はデータの伝送のために送信装置及び受信装置を含むことができる。
【０１４０】
　送信装置及び受信装置は、本発明の各実施例を行うためのプロセッサ、モジュール、部
分及び／又は手段などを含むことができる。特に、送信装置及び受信装置は、メッセージ
を暗号化するためのモジュール（手段）、暗号化されたメッセージを解釈するためのモジ
ュール、メッセージを送受信するためのアンテナなどを含むことができる。
【０１４１】
　図１３を参照すると、左側は送信装置の構造を示し、右側は受信装置の構造を示し、上
述した本発明の各実施例を行うために、送信装置としては基地局を例に挙げ、受信装置と
しては端末を例に挙げることができる。
【０１４２】
　送信装置と受信装置は、それぞれアンテナ、受信モジュール１３１０、１３２０、プロ
セッサ１３３０、１３４０、送信モジュール１３５０、１３６０及びメモリ１３７０、１
３８０を含むことができる。
【０１４３】
　アンテナは、外部から無線信号を受信して受信モジュール１３１０、１３２０に伝達す
る機能を行う受信アンテナと、送信モジュール１３５０、１３６０で生成された信号を外
部に伝送する送信アンテナとで構成される。アンテナは、多重アンテナ（ＭＩＭＯ）機能
がサポートされる場合は２個以上を備えることができる。
【０１４４】
　受信モジュール１３１０、１３２０は、外部からアンテナを介して受信された無線信号
に対する復号及び復調を行い、原本データの形態で復元してプロセッサ１３３０、１３４
０に伝達することができる。また、受信モジュールとアンテナは、図１３に示したように
分離せず、無線信号を受信するための受信部で示すこともできる。
【０１４５】
　プロセッサ１３３０、１３４０は、通常、送信装置又は受信装置の全般的な動作を制御
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する。特に、上述した本発明の各実施例を行うためのコントローラ機能、サービス特性及
び電波環境によるＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フレーム可変
制御機能、ハンドオーバー機能、認証及び暗号化機能などを行うことができる。
【０１４６】
　送信モジュール１３５０、１３６０は、プロセッサ１３３０、１３４０からスケジュー
リングされて外部に伝送されるデータに対して所定の符号化及び変調を行った後、これを
アンテナに伝達することができる。また、送信モジュールとアンテナは、図１３に示した
ように分離せず、無線信号を伝送するための送信部で示すことができる。
【０１４７】
　メモリ１３７０、１３８０は、プロセッサ１３３０、１３４０の処理及び制御のための
プログラムを格納することもでき、入／出力される各データ（移動端末の場合、基地局か
ら割り当てられたアップリンクグラント（ＵＬ　ｇｒａｎｔ）、システム情報、ＳＴＩＤ
（ｓｔａｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、ＦＩＤ（ｆｌｏｗ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ
）、動作時間などの臨時格納のための機能を行うこともできる。また、メモリ１３７０、
１３８０は、フラッシュメモリタイプ、ハードディスクタイプ、マルチメディアカードマ
イクロタイプ、カードタイプのメモリ（例えば、ＳＤ又はＸＤメモリなど）、ＲＡＭ（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ―Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＥＥＰ
ＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒ
ｅａｄ―Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＰＲＯＭ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ―
Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、磁気メモリ、磁気ディスク、光ディスクのうち少なくとも一
つのタイプの格納媒体を含むことができる。
【０１４８】
　送信装置のプロセッサ１３３０は、送信装置に対する全般的な制御動作を行い、受信装
置にＥ―ＭＢＳサービスを提供するために必要な制御動作を行うことができる。また、図
７～図１２で説明した本発明の各実施例によって遊休モードの端末がＥ―ＭＢＳバースト
を受信できるように制御動作を行うことができる。
【０１４９】
　受信装置のプロセッサ１３４０も、受信装置の全般的な制御動作を行う。例えば、本発
明の各実施例によってＥ―ＭＢＳを用いるとき、遊休モードにある受信装置が信号受信の
ためにウェイクアップできるように状態モードに関する制御動作を行う。同様に、図７～
図１２で説明した本発明の各実施例に係る動作を行う。
【０１５０】
　本発明の各実施例で使用される端末は、低電力ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
）／ＩＦ（Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュールを含むことがで
きる。また、端末は、上述した本発明の各実施例を行うためのコントローラ機能、サービ
ス特性及び電波環境によるＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フレ
ーム可変制御機能、ハンドオーバー機能、認証及び暗号化機能、データ伝送のためのパケ
ット変復調機能、高速パケットチャンネルコーディング機能及び実時間モデム制御機能な
どを行う手段、モジュール又は部分などを含むことができる。
【０１５１】
　基地局は、上位階層から受信したデータを無線又は有線で端末に伝送することができる
。基地局は、低電力ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）／ＩＦ（Ｉｎｔｅｒｍｅｄ
ｉａｔｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュールを含むことができる。また、基地局は、上述
した本発明の各実施例を行うためのコントローラ機能、直交周波数分割多重接続（ＯＦＤ
ＭＡ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓ）パケットスケジューリング、時分割デュプレックス（ＴＤＤ：Ｔｉｍ
ｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）パケットスケジューリング及びチャンネル多重化
機能、サービス特性及び電波環境によるＭＡＣフレーム可変制御機能、高速トラフィック
実時間制御機能、ハンドオーバー機能、認証及び暗号化機能、データ伝送のためのパケッ
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を行う手段、モジュール又は部分などを含むことができる。
【０１５２】
　本発明は、本発明の精神及び必須特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態で具体化する
ことができる。したがって、前記の詳細な説明は、全ての面で制限的に解釈してはならな
く、例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の範囲は、添付の請求項の合理
的解釈によって決定しなければならなく、本発明の等価的範囲内での全ての変更は本発明
の範囲に含まれる。また、特許請求の範囲で明示的な引用関係のない各請求項を結合して
実施例を構成したり、出願後の補正によって新しい請求項を含ませることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１５３】
　本発明の各実施例は、多様な無線接続システムに適用することができる。多様な無線接
続システムの例としては、３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ
ｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）システム、３ＧＰＰ２システム及び／又はＩＥＥＥ８０２．ｘ
ｘ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ
　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ　８０２）システムなどを挙げることができる。本発明の各実施例
は、前記接続システムの他にも、前記各接続システムが適用される全ての技術分野に適用
することができる。
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